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中 西 知 己
2次 元電 子 形 のSDY状 態 につ い て､ 簡 単 なmodelを 使 って調 べ た｡
こ こで はnodelと してEubbardtBOdelを用 いて い る｡ これ は電 子 間
のCoulotbb相 互 作 用 を同 一 格 子 点 上 の み に限定 し､ 又 格 子 点 間 に は
あ る大 き さのhoppingが あ る とい う､ 固 体 のTbOdelと して は非 常 に簡
単 で 基本 的 な もの で あ る｡ このnodelを も と に い くつ か の spin
densityWave(SOY)状 態 につ い て 系 のJenergy.band構 造 を評 価 した.
正 方 格 子 で は､ halffillingに つ いて､ antiferro(AF)パ ター ンが
最 も安 定 で あ る こ とは既 に確 認 され て い る｡ そ れ に対 して､ 3角格
子 に お いてAFパ ター ンは フ ラ ス トレー シ ョンを 持 つ た め､ そ れ ほ ど
低 い erLergyを持 つ こ とが で きな い｡ この た め､ よ り複 雑 なSDY状 態 に
よ って さ らに低 いenergyが 実 現 され 得 る｡ これ まで は､ 経 験 的 に
120度 構 造 が最 も安 定 で あ ろ う と され て い た が､ 今 回 の計 算 で よ り多




又､ 電子 数 がhalffillingよ り もず れ て い る場 合､ SDY状 態 は い く
つ か の格子 点 でspinnolqent=0とな るよ うな よ り複 雑 な形 を取 り得 る.
この よ うなパ ター ンを- 椴 にvortexlatticestructureと呼 ぶ｡ 今
回 は特 に この よ うなバ ター ンにお いて 自発 的 に起 こるchargedensi
tyyaveに注 目 して､ 系 のenergy,安 定性 につ いて考 察 を進 め た. そ
の結 果､ Aidgapstateお よびnlaingapとい う構 造 によ って､ これ ら




density-yaye状態を形成す ると仮定す る｡ charge-density-Yaye
状態 とは､ 電荷密革が格子状に､ 静的に配列 した状態である｡ こ
の場合､電荷密度 は､ 3角格子を形成す ると考 える｡
このような静的に配列す る電荷密度をつ くるため､ まず､磁場
中の電子が 占める､Landau準位の一番エネルギーの低 い状態を
考 える｡ こ の状態 に適 当な係数をっけて､ 重ね合わせることによ
り､ 3角格子を形成す る電荷密度をつ くるのである｡ この様な､
重ね合わせをす る段階で､orderparaneterが､ 定義 される｡ こ
れは､ 一番 エネルギーの低 い Landau準位 にある波動関数か らつ
くられる電荷密度 p(r)を Fourier変換する段階で定義 され
るので､波数 Q に依存す る｡
この様に定義 された電荷密度 に対す る HadLiltonianには､電
子間の相互作用のみを考 える｡ そ して､ その近似 として､打artree
-Fock近似 をとる｡ この様 な､ 相互作用 Jlaniltonianには order
paratbeterが､ 含まれている｡ また､orderparaTAeterは､ その
定義 より､Haniltonianか らつ くられる行列を対 角化す る時 に得
られ る固有 ベク トルか ら､ 計算 される｡ 従 って､ この間でつ じつ
まの合 うよ うに計算 して､orderparameterを求 める｡
ところで､orderpaf細 eterを計算す る際 に､ これを支配する
波数 Q は今までの計算では､ ある基本的な波数 よりも大 きいも
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